「冗談に も そんな 云 ひ 方 はよ くありません わ。 人 聴き 

が 悪い …… 」 

その 声に は、 伯母で も あり 先生で も ある 桂 子の 身の 

上 を 憶 ふ、 純粋な 響き だけだった。 

「ひとり 身の 女が こんな 口 を 利く やうになる の はよ 

く/ \の ことよ」 

いくらか 桂 子は悵 然とした 口調で かう いった。 

だが 空が 和んで 来て 生 毛の やうに 柔く 短く 截れ て 降 

る 春雨 を 傘に 凌いで、 内玄関から 出て 行く ときには、 

桂 子 は 均斉の とれた 大柄な 身体 を、 何の 蟠リ もな くす 

つくりと： S して、 昼間 は 人目に つくと 云って 小 布施 を 



るで 気がつかなかった わご 

活潑な 足音が して 内弟子の 桑 子と 書生が、 婆やより 

先に せん子の 佇って ゐる 洋館の 内玄関の 扉 口の 方へ 龃 

けて 来た。 



桂 子 は 邸宅と 商家と 肩 を 闘 はして 入れ 混って ゐる山 

手の 一 劃から、 窪地へ 低まって ゆく 坂道 を 降りて 行つ 

た。 桜の 並木が ぁリ、 道の 縁 を 取って ゐる まだらな 竜 

の 髭に、 品格の ある 庭木が 藪から しゃ 烏瓜の 蔓に 絡ま 

れ ながら 残って ゐる。 むかし 相当の 庭園の 入口で、 V も 



た。 今まで 数多くう けた 処生 上の 迫害 やら 脅迫から 桂 

子 はいくら か 被害妄想 にか ゝ つて ゐて、 幻想 や 幻覚 は 

しょっちゅうあった。 桂 子 は 気分 を 襲って 来た 悲惨な 

蝕 斑に 少し 堪らなく なって、 駆け出して 少女の やうに 

小 布施の ァ トリ H へ 転げ込んで、 年下の 男の 友人に 何 

かおい しい もので も 喰べ さして 貰 はなければ 慰み 切れ 

ない 辛い 気持に なった。 ごくりと 唾 を 呑む と 涙が ほ 

ろ/^ と こぼれた。 だが、 ふと 陽が さして ゐ るのに 気 

がつ いて 蛇の目 を 窄め、 無理に ぐん/ \ 上りの 坂に 

か、 ると、 自分の 優秀な 肉体が、 自分の 肉体の 優秀な 

の を 足駄 を 踏み かけて 行く 両 股の 上に 力強く 感じた。 



桂 子の 人生に 対する 愛撫に 似た ものが、 野心に 張り 

拡げられて、 蠟 銀色の うすもの、 翼と なって、 陽炎の 

立ち かけて ゐる大 東京の 空 を 軽く 触れ 去る やうに 感じ 

た。 

桂 子 は 巴 里の 美術 服装 家 マ レイ 夫人に 招聘され て 六 

年間の 仏蘭西 滞在中、 ロンドン 在留 同胞 有志 の 懇望で、 

海 一 つ 越えて 一 ヶ月 程活 花を教 へに 行った。 夜 は 毎夜 

露き 出しの 夜会服の 背中 を 寒がりながら、 シ— ズ ン の 

演劇 を 見て 廻った。 一 流 劇場の ク \ -1 ン 座で バ ー ナ— 

ド • ショウの 「セント • ヂ ヨン」 を 見た。 一般の 批評 

では、 この 著者 は 仏蘭西の 聖 少女 を 痛快に 揶揄した や 



うに 取沙汰 された。 しかし、 桂 子は聖 少女が この 著者 

の 気持 よげ に薙ぎ 廻す 皮肉の 刃 を、 身に 遣り過して 一 

つも 傷 をと V めない 不逞の 正体 を 感じ取った。 女に は 

女の 観る 女の 正体が ある。 他の 人 意の 批判 は 目の 触リ 

にならない。 自分で も 意識し 尽 せぬ 深い 天然の 力が、 

白痴で あれ、 田舎娘で あれ、 女に 埋蔵され てゐ て、 強 

い 情熱の 鈎に か、 ると きに 等しく それが 牽き 出される _ 

それが 場合によって は 奇蹟の やうな こと もす る。 また 

は 一生 埋れ 切る 場合 も ある。 どっちが 女と しての 幸福 

か 知れない けれど。 

桂 子 は 巴 里へ 帰って から、 その 劇の こと を マ レイ 夫 



人に 話す と、 

「しばく 作者の 意図 以上の ものが 出て しま ふの が 天 

才の 芸術 だとい ひます ね。 ショウ はた ぶん 天才で せ 

う」 

白け てはゐ るが 敬虔に 媚びた 笑 を 交へ た 彼女 独得 の 

美しい 笑 ひ 方 をした。 

「丹花 を 口に 銜 みて 巷 を 行けば、 畢竟、 惧れは あら じ」 

これ は 女学校 友達の 女流文学者 K —— 女史が、 桂 子 

の 講習 所 を 開く とき 掛 額に 書いて 呉れた 詞句 だ。 講習 

まじな ひ 

所の 娘た ちの 間に、 これ を 読んで、 「丹花の 呪禁」 だと 

いって、 活け 剰り の 花 を 口に 銜へ、 腰に 手 を 当て、、 



映画に 出て 来る ジョ ルヂュ • サンドの やうな 気取った 

恰好で 潤 歩す るの が 一 時流 行って、 やがて 廃れたが I 

桂 子 は 坂の 上り口から 雨上りの 人 少なの 一 筋道に 遠 

見が ついて、 その 両側に 邸宅が 稀で、 新旧の 商家がず 

らリ と、 行人に 対して 好奇心 に 貪慾な 大小の 口 の やう 

な 店先 を 開けて 待ち受けて ゐ るの を 見渡す と、 今更た 

ぢ ろぐ 思 ひが 湧く。 小 布施へ 通 ふ 桂 子の 噂が こ ゝらに 

一 ぱい 拡がって ゐ るの を、 かねて 桂 子 は 知って ゐた。 

桂 子 を 敵視す る 同業者の 家 もあった。 ふと、 あの KI 

I 女史が 書いて 呉れた 詞 句の やうに、 花の 茎で もぎ つ 



ちり 糸 切歯と 糸 切歯の 間に 嚙み 締めて 歩いて 行くなら、 

この 惧れ に堪 へられ さう に 思へ た。 一時の 間で も 花に 

離れて はならない。 彼女 は 肩 を 一 つ 揺って、 また、 肉 

体の 雄勁な 感覚から 自信 を 取り出して、 真直ぐ に 歩き 

だ 〕た0 



入口に 俥 止の 杭が 打って ある、 質素な 住宅地の 太く 

通って ゐる 筋の 道路 を 右に 切れ込んだ 角から 二 軒 目に、 

小 布施の 住居が あった。 下 は 日本間に なって ゐて、 二 

階 は 画室に なって ゐた。 



金目 黐 垣の 抽き 過ぎて 出た 芽 を、 二つ 三つ 摘み 捨 

てゝ、 松材の 門の 扉に 手 を かけ 乍ら 桂 子が 振り仰ぐ と、 

「程 君 画 房」 とい ふ 新しい 標札が かゝ つて ゐる。 字 は 

小 布施の 洋画家 風の 筆蹟で ある。 その 雨 湿りが 乾いた 

ばかりの 標札 を 見上げた 時、 桂 子 は 何 か 直覚的に、 は 

あ、 また 体の 工合が よくない の だな と 思 ふ。 

不遇 傲岸に 見える 小 布施 は、 案外、 時流に 神経質で、 

十六 七 年 も 前 桂 子と 同門で 矢来 町の Y II 先生の 画室 

に 預けられて ゐた 時分から、 逐次 独立す るまで、 後期 

印象派、 ダマ、 表現 派、 新 古典、 超 現実 派と、 およそ 

日本で 尖端 的に 見える 画風 は 魁け して これ を 取り入れ、 



ら屢々 小 布施の 口から 聴いた もの だが、 それ を自 居の 

雅名 にして、 標札にまで 書いて 出さねば ならない 気持 

にまでな つたの か —— 小 布施の 時流 憧憬 は 病の 進む に 

従って、 一々、 即物 化さねば 〔# 「さねば」 は ママ〕 心が 

安 まらない 風に 見え 出した。 

桂 子が 家へ 入って 行く と、 小 布施 は 階下の 十二 畳に 

桃 山風の 屛風を 引き 廻らして、 中で 床に 臥って ゐた。 

枕元に は 琺瑯 質の 鍋 だの 西洋 皿 だのが 狼藉と して ゐて、 

その 間に 墨の 桐 箱と 墨の 塗沫 された 画仙紙の 上に 水 筆 

が 転がって ゐた。 

「まあ、 どうしたの、 この 有様 は。 ねえ や は？」 



小 布施 は 先程から 桂 子の 入って 来る の を 足音で 知つ 

てゐ たのに、 わざと 絵葉書の アルバムに 眼 をむ け 続け 

てゐ たが、 かう いはれ ると、 眩し さう に 眼 を 瞬いて、 

はじめて 桂 子 を 見上げた。 疳癖 があって、 蛾の やうな 

眉が 高い 額に 迫って ゐる 下に、 柔和な 細い 眼が いくら 

か 血 膜 炎に か、 つて、 怯え を 見せて ゐた。 元来、 青白 

い 顔色が 急に 浅黒くな つて ゐる。 

「しげ (女中の 名) はきの ふ 暇 をと つて 行った よ。 今 

どき 独身者の 病人の 家に、 給金 だけで 永く ゐる娘 はな 

いよ —— 遺産つ きで 女房の 契約で もして やらな けり 

や」 



切って たった 一 つなんだ」 

「どんな 主観 や 思想な の」 

「さう いったら 君 自身 だって 驚 くだらう。 つまり、 か 

うなんだ 私 は どこまでも 絵 を 生きた 花で 描き 度う 

ございます。 絵の具で はどうしても 物 足りません 

僕が 二十で 君が 確か 二十 二のと きだった ね。 君が 初め 

て 想像で 描いて 来た 理想 画 を 僕が うっかり 罵ったら、 

君が 二三 日欝ぎ 込んで 考 へて ゐ たが、 突然 Y 先生の 前 

へ 行って、 私 は 絵 を 生きた 花で 描き 度う) J ざ います、 

絵の具で は 物 足りません。 さう 云 ひ 切って パレット を 

割って 仕舞った」 



桂 子 は そこまで 聞いて、 その 当時の その ま、 の 事 を 

はっき リ憶ひ 出した。 

当然 恋人 同志に なり かけて ゐた 二人の 仲が、 そんな 

経緯で 変に 醱酵 せず、 友情の 方へ 逸れて 仕舞った ので 

は あるまい か —— そして、 華道の 家元の 父親の 家へ 戻 

つて、 桂 子 は 生花に 取り つき出した。 娘 は その 時の 執 

念が、 こんなに 沢山の 絵葉書の 通信 文の 殆ど 一 つ 一 つ 

にも 一貫して 通って ゐる、 と 小 布施 は 今 さら アルバム 

を 桂 子の 前へ 押しつけて 云 ふので ある。 

「私い ち/ \ そんな こと を 意識して 絵葉書 送らな かつ 

た わ」 



花で あつたれば こそ、 今日までの 半生 を 花に 忠実に 仕 

へて 来た。 あの 時、 もし 鎚 りつく 目標に 君のお 父さん 

の 家業の 活 花と いふ ものが 全然な くって、 一箇の 男性 

が 代って その 位置に 立って ゐた としたら、 娘 桂 子 は 今 

日までの 花に 対する 情熱と 貞操 を、 その 男性に 注いで 

来たに 違 ひな いと 思 ふ の だよ。 忠実なる 主婦な リ 妻な 

りに なって —— 」 

桂 子 は それ を 否定しょう としたが、 小 布施 は 抑へ た _ 

「素質から いっても 君 はさう いふ 女 だ」 

桂 子が 言葉 を 返し やう もない 必死の 独断が 小 布施の 

語気に あった。 殆ど 病的な 独断の 強 ひ 方 だ。 桂 子 は 何 



小 布施が 命に 係 はる こと さへ わざと 軽薄ない ひ 廻し 

方 をす るので、 桂 子 はぐつ と 気持が 胸へ つかへ たが、 

長 患 ひする 者の 自棄 的な 反語で あるの を 知る と、 むし 

ろ 不憫に 思へ た。 

「 」 

桂 子 は 黙り込んで 仕舞った。 小 布施 は 身に ついた 病 

み 患 ひに 飽きて、 病気の こと、 なるとた とへ 親切に 慰 

めら れる のさへ 好まなかった。 桂 子な どに は 反語で 皮 

肉な 応酬 をす る やうに、 いっから か 癖の やうに なって 

来た。 

桂 子 はう そ 寒く 両袖 を搔き 出した。 そして 庭 を 見た _ 



つ さりして ゐて」 

桂 子 は 余りに 多く、 余りに 一 時に 攪拌され た 心を始 

末し かねて、 言葉 少なに 電灯 をつ け、 そこらの 食器 を 

片付けて、 持って来た 金 包み を 小 布施の 敷布団の 枕の 

下へ 押し込み、 

「兎に角、 せん子 を 当分 こっちへ 世話に 寄越しと きま 

せう。 またお 医者で も 代へ て 見て、 さう むやみに 命 を 

諦めち まふ もので もありません」 といって 画 房 を 出た _ 

桂 子 は 座敷 を 出しな に、 ぐた リと 寝て ゐる小 布施の 

人並 以上の 立派な 身体 を ふり 返って、 眼 を 抑へ た。 



桂 子 は 自分の 講習 所の 開 所 五 周年 記念の 大会が、 十 

日 ほど 先の 花の 盛りの 時分に、 Q —— 芸 館で 開かれる 

ことにな つて ゐ たので、 桂 子 は 同業への 補助 出品の 依 

頼 やら、 挨拶 やら、 自分と 弟子 達の 作品の 仕掛けの ェ 

夫 やらで、 眼 も 廻る ほど 忙しかった。 

桂 子から して 疑へば、 この Q —— 芸館を 借りる こと 

に 就いて、 既に 約定され てゐ たもの を 反対側の 連中の 

策謀と 思 はれる 力で、 貸す とか 貸さぬ とか、 開会 もも 

う 十日 程の 目 睫に 迫って、 故障が 持ち 上った。 理由 は 

この 芸 館で、 まだ 生花の 会 を やった こと はない とい ふ 



た 草木の 枝葉な ど を 独創的に 使 ひ 慣らして、 華道の 伝 

統 感覚の 模倣 を 破った 新興 美術的 手法の 効果 を 示さう 

とした。 その 自信と 成績 を、 桂 子が 世の中に 問うて み 

る 最初の 企てな ので ある。 

どちらから いっても、 桂 子 はこの ま、 引 込んで 仕舞 

ふわけ に は ゆかない 意気に 燃え 上って 仕舞った。 だが 

結局 Q —— 芸館借 入れ は 不調に 終った。 それに 対する 

悩み や 華 会 中止の 不面目 やが 身に 喰 ひ 入り、 しんに 疲 

れが 浸み たの か、 桂 子 はこの 頃 珍しく 昼寝 をす る やう 

になった。 

いつの 間に やら 花 も 散って、 自分の 焦る 心より 先に 



季節が 先走りす るの が、 ひし/ \ と 桂 子に 感じられた。 

今日 も 茶室の 小 座敷で 襖に 留金 を 掛け 籠 枕 を 頰に当 

て、 横になる と、 桂 子 は 多少、 自分の 世界 を 取り戻し 

た 気持になる。 せん子 を 小 布施のと ころへ 遣って から、 

手 廻リは 何事 も 不如意で、 代って して 呉れる 内弟子の 

カリフ オル ニヤ 生れの 桑 子 は ビジネスライクに 過ぎて、 

気持に そぐ はない ところが 多い。 それから 姪の せん子 

でなければ、 して 貰へ ない こと も ある。 寝室の 壁の 隠 

し 棚に 入れて 置く 夜壺、 たと へこれ が ペルシャ 模様 

の 清楚 華麗な 品で あるに しても、 この 始末な ど、 いく 

ら 内弟子で も 桑 子に はさせられ ない。 自分で しな けれ 



ばなら ない。 だが、 年頃になる まで 外国で 育った 桑 子 

のす る ことに は、 日本の 習慣に 馴れない 一 種の 愛嬌が 

あって 慰む こと も ある。 生花の 師には 弟子から 何かと 

贈物が あった。 ある 日 下町の 割烹 家 から 鰹の 土 佐 焼 を 

美しい 祥瑞模 しの 皿に 盛って 送って 来た。 その 鰹の 肉 

片が 片側 藁 火に 焙られ て、 不透明な 焼肉 の 色から 急速 

に 生身の 石竹色に 暈けて ゐ るの を まじ/ \ と 見詰めな 

がら、 桑 子 は 師匠に 云った。 「先生、 このお 刺身 は 腐つ 

てゐ ません？」 さう いふ ときには、 桂 子 は 男の子 を 一 

人 持った やうな 愛感が 熱く 身に 沁み 出る の を 覚える。 

かの 女 は 先づ桑 子に 握手して やる のであった。 それ か 



眩しが る 二 尾の キヤ リコの 金魚 は、 多少 怪訝の 動作 を 

鰭の 角々 の そよ ぎに 示しながら、 急に 代った 水の 爽快 

さ を 楽しむ らしかった。 

キヤ リコ は 白紗の やうな 鰭に 五彩の 豹紋を 撒いた 体 

を、 花と 紊し 房に 紋 つて ゐる 〔# 「紋 つて ゐる」 は ママ I 

縞馬 は 相 変らず 硝子 箱の 外側に 口 を 触れて、 琥珀の 眼 

を 円らに して ゐる。 蓋の 上の 花瓶に は 青 一束ね の 麦の 

穂が 挿して ある。 

眠くても 眠り 切れない 興奮と 困憊の 異様な 混濁の 上 

に、 まだ/ \ 先に 困難 を控 へて ゐ るの を 予覚す ると、 

こ、 ろが 却って 生々 として 来て 愉しくな いこと もない 



私 は 一 体 どうい ふ 女な の だら う。 闘志に さへ 時に うづ 

く 快感 を 覚える なんて …… 。 そのうち 桂 子 はだん/^ 

半睡 半 眠に ひき 入れられて 行った。 瞳孔が 弛緩し、 目 

蓋が 重く 垂れて 来る の を、 その ま、 にして ゐ ると、 と 

きぐ 反射的に これ を 撥ね 返す 神経が あって、 その 度 

に 蛍い ろに 光る 桂 子の 意識の 眼に、 庭の 花が 逞しく 触 

れて 来た。 

庭に は 葉桜 を 背景に して、 大和 国 分 尼寺の 遠 州 系の 

庭 を縮模 した、 女性的で 温雅な 池 泉が 望まれる。 目の 

前の すぐ 椽 先に 大きな 花壇が しつら はれ、 教へ子 や 出 

入りの 花屋が、 根付きの もの を 持って来たり、 温室 仕 



橙い ろ、 その他お の/ \ の 色と 色との 氈動を 起して 混 

リ合ひ 触れ合って、 一 つの 巨大な 花輪と なる —— する 

と 幾 百 本、 幾千 本と も 数 知れない 茎 や 葉 や 幹 は、 また 

合して 巨大の 茎と なり 葉と なり 幹と なって、 一 つの 大 

花輪の 支へ となる。 

其処に 力 声が 発する。 

うん うん 

「晔！ 晔！」 

白玉の 汗が 音 もな く 滴り落ちて 大地に 散り 浸む。 大 

地 はいつ の 間に か 透けて、 地中で 白玉の 数 本の 根 枝に 

纏められて、 地上の もの を、 また 支へ て ゐる巨 根が 力 

ッ ー ン 映画の 影像の やうに 明かに 視 かれる。 其処から 



力 声が 出る。 

うん うん 

「畔！ 畔！」 

これ は 人類に 機械的 神秘性の 体系 を 立てよう とした 

ジュ— ル ロマンの 旧い ュナニ ミズ ム の 精舎の 姿 かと、 

桂 子 は 夢と の 境の 半意識の 裡に想 ふ。 

r I し 

これ は 詩人 クロ— デルが 大胆不敵に いひ 除け た、 「主 

は 現代の 停車場に も、 劇場に も ある」 といった、 韻 致 

カソ リシ ズムの 象徴 かと 桂 子 は 想 ふ。 

その他、 「JF -々」 「何々」 

r — し r — し 



桂 子が 芸術に 携 はって からの 生涯の 折々 に、 かの 女 

の 息 を 詰める 程に 感銘 させ、 すぐ また 急ぎ足に 去 つ て 

行った いくつかの 思想、 —— それ は どんな すさまじい 

意気の もので あらう が、 不思議な ことに は、 みな 優し 

い 女 を 労る 女性 尊重の 天鵞絨の やうな 触手 を 持って ゐ 

た。 それらが、 いま 桂 子の 夢の 意識の なかに 歴訪する。 

r — し r — ，1 

花 は 一 つも 頷かない。 

た >、 「晔！ 晔！」 と 力 声 を 出して、 白玉の 汗 をき 

らり/ \ 滴らして ゐる。 

ひょっとしたら 花 は 思想 以前の もので あらう か、 実 



せん子が 庭先に ぼんやり 停って ゐる。 

「どうしたの」 

と 訊く と、 腰 を か- V めて ちょっと はにかんだ 余所行き 

のお 叩頭 をした。 その 棲 外れの 用心深 さ、 腰の 手際よ 

き 纏め 方、 袖口 を 気にする 工合、 家に ゐた 時と は 別人 

の やうで ある。 それに も 増して 桂 子のと 胸を衝 いたの 

は、 小娘の 物憂い 表情の 中に、 覚悟と 誇らしげ な もの 

を 潜めて ゐ たこと だ。 

しじゅう 弟子に 大勢の 処女 を 扱 ひつけ、 その上、 十 



ふ ほど 度胸が 据 つて ゐた。 桂 子の 方が 却ってし どろ も 

どろに なった。 

「では、 こ、 へで も 腰 をお かけな」 

椽 側の 金魚の 鉢の 傍へ 座蒲団 を 出して やった。 自分 

の 相手の 他人行儀 を 庇って、 つい 他人行儀に 振舞 ふの 

を 不思議に 思 ひながら。 

せん子の いふと ころに よると、 小 布施の 経過 は あま 

リ よくなかった。 結核 患部に X 光線 を かけて 貰 ふの が 

唯一 の 頼みで あるの を、 小 布施 はどうしても 専門 病院 

に 入院 を肯 じない とい ふので ある。 

毎朝 鶏の 鳴く 頃になる と、 腹の 患部 は 激しく 痛み 出 



間柄と 思って ゐた男 を、 あの 体臭ぐ るみ 他人に 独占 さ 

れた となると、 むら/ \ と 苦痛に 絶す る焰が 肉体の 内 

部 を 転 動 させて、 長年 鍛 へた 魂の 秩序 も、 善悪の 判断 

も、 芸術への 殉情も 一 挙に 覆り かける と は —— 

だが、 かの 女と して 小 布施 を もせん 子 を も 咎める 筋 

はなかった。 小 布施が かの 女の 愛人と 熔 印され てゐる 

わけで もな く、 単に 物資の 被 補助 者で ある 以上、 ほか 

の 女性との 間に 愛が 生れ やうと、 結婚し ようと 自由で 

ある。 姪 は 伯母の もの を 奪った と は 云へ なかった。 小 

布施との 交情に ついて、 せん子の 伯母への 遠慮 は、 た y 

表白の 機会に 達しない だけの 慎し みに 過ぎない。 



「私 も 急に それに 気がつい たの。 でも、 どう 考 へても 

永い 年月の 間に 結婚す る 気が 起らなかった の」 

桂 子 も 相手の 調子に 並んで 声 だけ 淡々 とさせて いつ 

た。 

「不思議な 同志 さ。 君に は 何 か 生れない 前から 予約 さ 

れ たと でもい ふ、 一筋 徹 つて ゐる 川の 本流の やうな も 

のがあって、 来る もの を 何でも 流し込んで、 その 一筋 

を だん/ \ 太らして 行く。 それに 引き 代へ、 僕 は 僅か 

に 持って 生れた 池の 水 ほどの 生命 を、 一生 か、 つて 撒 

き 散らして しまった 」 

小 布施 はいよ く 肉体 さへ 枯れて 行く やうな 嗄れ 声 



で、 番茶に 咽喉 を 潤しながら 語った。 

彼 は 人間の 本能 は 悧巧の やうで 馬鹿、 馬鹿の やうで 

悧巧、 何とも 判らない とい ふ。 彼 は 最初から 桂 子 を 愛 

しながら、 桂 子の 生命の 逞しい 流れに た y 降服して ゐ 

る だけだった。 根気よ く 寸断な く 進んで 川幅 を拡 めて 

行く 生命の 流れの 響き を 聞く もの は、 気が 気で ない も 

の だ。 まして、 定り 切った 水量 を 撒き散らす 運命に 在 

る 人間に 取って は、 自分の もの を 端から 減され る やう 

に、 一層 こ、 ろ を 焦 立た される。 

「君が 最初に 描いた 画 は 牡丹の 絵だった。 僕 は それ を 

見て、 単なる 画で は 現 はし 切れない 不思議な ものが 欝 



「仕方ない よ。 人間に は 感情で もな く理智 でもな く、 

むら/^ とした ものが 湧き上って、 自分で おやと 思つ 

てるう ちもう 行動 を 起して ゐる ことがあ るよ」 

小 布施 はせん 子との ことで 自分の 命の コー ス から 桂 

子 を逐ひ 除け て、 ほっとし たと 同時に、 理由の ない 寂 

しさに 充 たされた。 

「逞しい 生命 は」 と 小 布施 はまたい つた。 

「 弱 い 生命 を小づ き 廻す も の だ 。 小づ き 廻す とい ふに 

語弊が あったら 寵 して 気にして 弄く つて 仕方のない 

もの だ。 ちゃう ど、 こどもが 銭亀 を 見つけた やうに、 

水に 泳がしたり、 桶の 椽に匍 はしたり、 仰向けに して 



くな つて、 思 はず 小 布施の 半ば 剝 いで ゐた掛 蒲団に 手 

を かけて、 「た、 V それだけだった のよ。 利己的 や 遊戯 

的の 気持なん か 微塵 もなかつ たのよ」 

小 布施 はだんく 疲れて 来た。 

「噓ぢ やない 本当です。 そして それ は 擬装した 愛な の 

だ。 生命 量の 違 ふ もの ゝ 間に 起る 愛 は 悲惨 だ」 

今 は 桂 子 も 小 布施の いふ ことが 或 ひ は 尤も かと も 思 

へた。 だが、 それよりも 何よりも、 小 布施が もはや 自 

分に 全く 関係の ない 人間で あるのに 気付いて、 俄かに 

泣き崩れて 仕舞った。 

「けど、 私 は あなたの いふ やうな 強いば かりの 女で は 



ありません。 もう 何も 張り合 ひが なくなりました」 

小 布施 は 体に 一 つ 大きく 息 を 入れて 起き 上り、 憐み 

深く 桂 子の 肉付きの い い 背 を 撫でながら、 

「なんだ/ \。 大きな 体 をして、 三十 八に もな つて、 

美人の 癖に。 ちょっとの 間 は 辛ら からう が、 君の 弾力 

性が 承知 しないよ。 君 はまた ぢき にむ くくと 起き 上 

るから」 

桂 子 はいふべ きこと をい はねば ならぬ と 思った。 

「せん子と のこと は、 あれ は 私に 面当てな の？」 

「いや、 さ うぢ やない」 と 小 布施 は 撫で、 ゐた手 をび 

たりと 止めた。 暫くして、 また そろ/ \ 撫でながら、 



「云 は、 V 自然の 意志に 従った とい ふの だら うな。 すべ 

てこの 世で 未完成だった 人間に、 自然 は 一人の 子供で 

も 残させな けり や …… 」 

小 布施 は 疲れ切って、 また ベッドへ 横にな り、 爪先 

を 立て、 寝ながら いくらか 反身に なった。 そして 額に 

手 を 組んで 誰に いふ ともなく、 

「僕の 子供の 育つ 時分に は、 医術が 発達して、 結核な 

んか はたい して 体の 毒に はならん だら うな …… 」 



Q —— 芸館借 入れの 不調 や、 小 布施の 事件で、 桂 子 



が 無気力 虚脱に 過ぎて ゐた 一 年の 間に、 桂 子の 信用 や 

名声 は 高められ、 Q —— 芸 館から むしろ 懇望の 形で 桂 

子の 大会 は迎 へられた。 

桂 子 自身 はも はや その 幸運に さほどの 感動もう けな 

かった。 「出来る とき は、 もう 要らない とき だ」 と は 桂 

子が いつも 物事の 運びの 上に 感ずる ことだった —— が、 

結局 桂 子 は 無気力から 立ち上る 力が 必要だった。 

丹花 を銜 みて 巷 を 行けば、 畢竟、 惧れは あら じ。 

友の 書いて 呉れた 詞 句に 依るべく、 桂 子 は 花 を銜む 

とい ふより、 むしろ 花に 嚙 みつき、 花へ 必死に 取リ鎚 

つた。 



そこに 必然性 以上 の 気力が 湧き、 卓越 し た 思考力が 

与 へられた。 



茲で 一 応 読者の 前に 桂 子の 花に 対する 愛と 理解 を 原 

則 的に 纏めて 見る と、 大体 かう である。 

花の 色 は どれ もみな 花の 生命から 直接 滲む 精 色で あ 

る。 人工で 練った 絵の具より、 より 純粋な 色 飾、 花 

を もって 桂 子 は 自分の 絵 を 描き 度い。 == 人工の 絵 

の 具に は 反対色が あり、 往々 不調和に 反撥す る。 花 

に 於て は 花 自体の 物体 色が 取りも直さず 太陽の 光線 



が 映す 色 光で ある。 花の 色 一 々が 原色に 於て 濃淡の 

ヴァ リュ— を 出して ゐる。 二つの ものに 分けられな 

い。 分けた とき はもう 花で はない。 そして 混ぜ 合さ 

れた 間色と 見える もの もい つも 最大 色 度の 純度で あ 

る。 最 純度なる もの は、 如何に 混然 雑然と 組まれて 

も、 反撥、 牴触、 不調和 等が 無い。 故に 花 は 一 つで 

も 寂しくな く、 沢山 寄っても 煩 さくない。 == 花の 

姿と 形、 それ は 万有 そのもの、 理想で ある。 この 世 

界 では 性器 さへ 荘厳され 得る。 桂 子 は バルザックの 

「知られざる 傑作」 の 主人公で ある 画家が、 絵画の 絶 

対の 完成 を 求めて その 画布 を 人間の 眼に は 何物と も 



判じ 得られぬ 狂的な 形象に 塗 殺し 尽 して 仕舞った 記 

述を 読んで、 悲涙を 流した。 その 涙が 止んだ とき 桂 

子 は、 切実に この 主人公に 花と いふ もの を 知らせ 度 

い 欲望に 駆られた。 == 夜中に ふと 眼を醒 まして 闇 

の 中に まさぐ つて 見る 花の 姿、 何とい ふ デリカで 秘 

密な 感触の 歓び であらう。 == 花に は 見る もの、 ホ 

ル モン 線 を 芸術的に 刺戟す る 作用が ある。 (だから 

私 は 若い の だら うかと 桂 子 は 思 ふ) ==茲 で この 小 

説の 作者 は 東洋の 古い 経典に 花 を 説明して、 「それ 

は 人生の あらゆる 苦難 を 忍んで 理想の 種子 を 養 ひ 育 

て、 やがて そこに 開 敷す る 完成の 人格 を 宇宙が 植物 



さて、 いよく 桂 子の 花で 描いた 絵の 公開 展 である。 

それ は Q —— 芸 館の 階上 階下、 全部の 室々 を 当て、 開 

展 された ので ある。 

その 主なる もの を茲に 紹介 すれば、 

階下 == 玄関 衝立 代りと して、 漆塗り 大船 型の 器に 

截リ据 ゑた 松の 大幹、 その 枝々 に 揺れる 藤浪。 マホガ 

ニイ、 白 真鍮、 鼠色 大理石の 材料で 成層圏の 印象 を 与 

へる 炉を 作り、 マントル ピ— スの 上に は 紅 木 爪が 寂し 

く 一 枝。 窓際 = 如 輪 木の 胴に 赤銅の 箍 を 嵌めた 酒 筒 か 

ら、 大小 二 本の 蔓の 根が 窓框を 捲いて 延び 上り、 緊密 

な 濃緑色の 葉 立ちの 陰に、 練 絹へ ルビ ー を 包んだ やう 



な 小 花 を 綴る びなん かつら。 床の 一隅、 幽欝な 鉛製の 

八つ橋の 角々 に、 王朝 時代の 情熱 を 想 はせ る 燕 子 花。 

階上 == 階段 を 昇り 詰めた 取 付きの 右 = 小 丘が ある 

…… 否、 小 丘の 如き 素焼の 大器に、 それよりも なほ 広 

い 輪郭に 枝葉 を 張った 樹齢 幾 十 年の 大紅 椿の 一 株 活け。 

同じく 左 = 籐製の 大 鳥籠に 鳥の 代りに 三 彩の 南洋 花が 

囀って ゐる。 円柱の 陰 = 其処の 菱 提灯に 薄 紫の リラの 

一 房が 灯って ゐる。 壁の 一 ケ 所に 張り出た ボックスの 

上の 几帳面な 薄 端に 聖者 風の 枯 葦と それに 献花して ゐ 

る やうな 海 竿 三輪。 と 見る 真正面の 大 花壇 は、 後に 月 

の 出の 白光の 照明、 前 は 太陽の やうな 牡丹 花の 大花 群。 



三階 = 卩 黒 書院 の大 床。 百済 観音 の 右手が 施無畏 の 

印 を 示しながら、 尊 式の 口の 麻の 花に 均衡って ゐる。 

背景に は 雪 村 軸の 夏景 山水。 脇 床 = 洒脱な 松 皮 菱の花 

器に、 鹿 鳴 館 時代の 華奢 を傯 ばせ る 黄ばら。 紅 ばら。 

茶室 == 小 床に たった 一 つ、 古 油壺に 莢に なリ かけ 

た 菜の 花。 背景 = 八 大山 人 作 蘭の 光 筆 画。 

と ある 廊下の 一 角 == 白磁の 大水 盤に 紅白 力— ネ— 

シ ヨンの 群 花 入り乱れ たる 「戦 ひの 図」 

食堂 卩= ミュンヘン 国立 ビ— ル 飲用 場の 陶製 ジョッ 

キ ー に 石楠花、 すかし 百合、 耳 付 一輪挿に マ ー ガ レツ 

ト、 スヰ —トビ—。 ヴ エニス 硝子 大皿に 金魚 藻と 水 蓮。 



花に は 一 々表題が ついて ゐた。 葦屋の 宇奈比 処女。 

竪琴。 た y ごと 歌。 ファ— ストの 沈思。 わび 采リ。 白 

髪。 文芸復興 時代。 放牧。 ジョ ルジュ . サンド。 寧 楽。 

ゴシック。 紫 式部。 初恋。 大 饗宴。 押韻の 詩。 等 ま 

だく 数へ 切れない。 

特別室が ある。 大広間。 弟子 達の 諸 作と ゃゝ 離れた 

一場に、 この 大会 中 特に 評判 作に なった 二 作が ある。 

一 つの 名 は 「揺 籠」、 一 つ は 「柩」 と 題す る もの。 銑鉄 

と 人造 維 質で 可憐な 揺 籠が 編まれ、 縁に チュ— リップ 

の荅の 球が 一 つ 挿され、 一 見 至極 単純に 見えて 雅純新 

鮮な 効果 を 出し、 大形の 柩は、 材に秩 父 産の 蛇紋石 を 



用ゐ、 中 を 人 型に 開けて、 底に 軟ぃ 鈴蘭が 安らかに 活 

けて ある。 

この 日 桂 子 は 殆ど 純白と も 見える 薄 青い 洋装 をして 

ゐた。 その 服装 は どの 活 花の 傍に 桂 子が 立っても 少し 

も 色調に 抵触し なかった。 桂 子 は 絶えず 微笑し 乍ら、 

都会の 諸方から 集まって 来る 観衆に 交って ゐた。 た 

まく 知人に 逢って 褒 祝の 言葉 に 逢へば、 桂 子 は 頭 を 

下げて 謝辞 を 返した。 桂 子の 勇気 ある 新興 芸術の 報道 

にあら ゆる 激励の 辞 を 用意 するとい ふ 新聞記者 達に も _ 

夜。 会場に 人 は 絶えた。 自宅から 自動車で 迎 へに 来 

たせん 子 は、 赤子 を 抱いた まゝ 会場 を 廻った ので 疲れ 



て、 今 食堂で 何 か 飲物 を摂 つて ゐる —— 桂 子 はた、 V 一 

人 闇 空の 下に 立ち 現 はれて Q —— 芸 館の 屋上庭園 を 靴 

の 底に 踏み締めた。 



小 布施さん …… 桂 子 は ハンカチ を 眼に 当て、 よ、 と 

泣いた …… 小 布施さん …… 

だが、 死んだ 小 布施の 名 を 呼びながら、 桂 子の 涙 は、 

実は 桂 子 自身の 異常な 運命 や 悲痛な 忍苦、 はげしい 潜 

情に 向けて 送られて ゐる。 

だが、 ふと 桂 子 は 気づいた。 
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